
４
年
半
ぶ
り
に

知
事
が
直
接
応
対

日
本
共
産
党
県
議
団
の
神
山
悦

子
県
議
団
長
と
宮
川
え
み
子
、
藤、

川
し
ゅ
く
子
両
県
議
は
９
月
７
日

佐
藤
雄
平
知
事
に
対
し
て
９
月
議

会
に
関
す
る
要
望
書
を
提
出
し
ま

し
た
。

、

、

こ
の
間

要
望
書
の
提
出
に
は

、

副
知
事
が
応
対
し
て
い
ま
し
た
が

今
回
は
４
年
半
ぶ
り
に
知
事
が
直

接
要
望
書
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

格
差
と
貧
困
の
解
消
へ

県
民
の
く
ら
し
、
市
町
村
支
援
に
力
を

要
望
は
、
広
が
る
格
差
と
貧
困
の
解
消
を
し
て
い
く

こ
と
、
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
見
直
し
、
地
域
雇
用
の

創
出
と
経
済
の
活
性
化
な
ど
四
分
野
十
三
項
目
か
ら
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
来
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、
ト
ラ
イ
ア
ン
グ

ル
ハ
イ
ウ
ェ
イ
（
あ
ぶ
く
ま
高
原
道
路
）
や
小
名
浜
東
港
建
設
（
人
工
島
）
を
中
止
し
、
生
活
道
路
や
既
存
港
湾
施
設
改
修

な
ど
公
共
施
設
の
維
持
補
修
の
予
算
を
増
や
す
こ
と
な
ど
、
県
民
の
生
活
密
着
型
に
す
る
よ
う
提
案
し
ま
し
た
。

県
政
報
告

日
本
共
産
党

日
本
共
産
党
福
島
県
議
会
議
員
団

県
庁
内
控
室

福
島
市
杉
妻
町
２
の
１
６
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５
２
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７
６
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８
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２００７年

９月

発 行

９月県議会前に

県知事に要望

佐藤知事に申し入れる神山、藤川、宮川県議（９月７日）

９月定例県議会が９月２５日開会しました

会期は１０月１１日までの１７日間です。

１０月３日（水）には、宮川えみ子県議が初めての一般質

問に立ちます。ぜひ、傍聴においで下さい。

国
保
税
引
き
下
げ
署
名
に
ご
協
力
を県議団ホームページをご覧下さい

「日本共産党福島県議団」で「検索」すれば見ることができます。

民
主
団
体
の
み
な
さ
ん
と
懇
談
（
９
月
１
９
日
）

９
月
定
例
県
議
会
を
ま
え
に
、
民
主
団
体
と
の
懇

談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
懇
談
会
に
は
、
神
山
え
つ

こ
県
議
、
宮
川
え
み
子
県
議
、
藤
川
し
ゅ
く
子
県
議

の
３
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

民
医
連
、
県
労
連
、
新
婦
人
、
農
民
連
、
民
青
、

福
商
連
な
ど
か
ら
２
８
人
が
参
加
し
た
他
、

福

J
A

島
中
央
会
や
高
齢
者
団
体
か
ら
も
要
望
が
届
け
ら
れ

ま
し
た
。

懇
談
で
は
、
来
年
実
施
予
定
の
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
実
施
凍
結
を
求
め
る
意
見
や
、
学
童
保
育
の

県
補
助
要
望
、
米
の
価
格
の
下
落
問
題
な
ど
農
業
支

援
策
に
つ
い
て
、
県
民
税
減
免
対
策
な
ど
、
暮
ら
し

応
援
の
県
政
を
求
め
る
意
見
が
出
さ
れ
、
県
議
団
と

議
会
対
策
や
運
動
の
方
向
性
に
つ
い
て
意
見
交
換
し

ま
し
た
。

県
立
高
校
普
通
科
全
県
一
学
区
制
導
入
に
つ
い
て

は
、
議
会
内
で
は
共
産
党
、
自
民
党
、
県
民
連
合
が

反
対
を
表
明
し
、
県
立
高
教
組
と
県
教
組
な
ど
が
反

対
署
名
運
動
を
展
開
中
で
す
。



◆
小
名
浜
東
港
調
査
・
８
月
２
２
日

県
港
湾
建
設
事
務
所
に
て
説
明
を
受
け
た
の
ち
、
船
に
乗
船
し
海
上

か
ら
も
調
査
し
ま
し
た
。

小
名
浜
東
港
は
、
共
産
党
県
議
団
な
ど
の
指
摘
で
当
初
計
画
か
ら
５

分
の
１
に
縮
小
さ
れ
た
と
は
い
え
５
０
ｈ
ａ
に
７
３
０
億
円
か
け
て
つ

く
る
計
画
で
、
１
個
数
億
円
も
す
る
ケ
ー
ソ
ン
を
海
中
に
沈
め
埠
頭
を

造
る
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
沖
待
ち

「
大
型
化
」
理
由
に
税
金
つ
ぎ
込
む

」

最
近
ま
た
「
小
名
浜
港
の
能
力
不
足
で
、
船
が
沖
待
ち
状
況
に
あ
る

の
で
、
人
工
島
が
必
要
」
な
ど
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

共
産
党
県
議
団
が
問
題
に
し
て
い
る
の
は
、
１
～
２
号
埠
頭
の
前
の

海
を
埋
め
立
て
る
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
・

東
港
」
計
画
で
す
。

「

県
の
説
明
で
は

「
石
炭
船
の
沖
待
ち
問
題
や
船
の
大
型
化
」
を
理

、

由
に
あ
げ
ま
し
た
が
、
造
成
「
理
由
」
は
変
化
し
、
理
由
は
あ
と
か
ら

つ
け
た
も
の
で
あ
り

「
具
体
的
に
数
字
を
あ
げ
よ
」
と
質
問
す
る
と

、

答
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

「
人
工
島
」
よ
り
も
現
港
の
整
備
促
進
を

港
湾
労
働
者
と
の
意
見
交
換
で
は
、
荷
役
機
械
を
も
っ
と
使
い
や
す
い
も
の
に
か
え
れ
ば
、
荷
揚

げ
の
ピ
ッ
チ
が
格
段
に
ア
ッ
プ
し
、
石
炭
の
野
積
み
場
所
が
な
い
と
の
県
の
言
い
分
に
つ
い
て
も
、

照
明
を
設
置
し
た
り
、
作
業
道
路
を
一
本
整
備
す
れ
ば
、
労
働
者
の
安
全
も
確
保
し
つ
つ
既
存
の
港

で
充
分
や
っ
て
い
け
る
も
の
で
す
。

◆
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
調
査
・
８
月
２
３
日

高
橋
千
鶴
子
衆
院
議
員
、
党
県
議
団
（
神
山
悦
子
団
長

、
長
谷
部
淳
前
県
議
、
い
わ
き
市
議
団
、

）

石
田
大
熊
町
議
、
渡
部
南
相
馬
市
議
ら
１
７
人
が
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
で
は
、
中

越
沖
地
震
受
け
、
そ
の
教
訓
が
ど
う
生
か
さ
れ
る
か
を
つ
か
む
た
め
に
調
査
に
入
り
ま
し
た
。

地
元
住
民
の
安
全
と
安
心
確
保
を

原
発
調
査
に
先
立
ち
、
立
地
町
の
大
熊
、
双
葉
両
町
役
場
で
副
町
長

と
懇
談
を
行
い
、
立
地
町
と
し
て
の
要
望
な
ど
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の

中
で
は
、
住
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
の
た
め
の
情
報
の
開
示
、
災
害

時
の
避
難
道
路
の
整
備
な
ど
の
強
い
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

中
越
沖
地
震
か
ら
な
に
を
く
み
と
る
か

東
電
側
の
説
明
で
は
、
７
月
２
３
日
に
化
学
消
防
車
が
１
台
配
置
さ

れ
た
と
し
て
い
ま
す
が
、
南
横
浜
火
発
か
ら
持
っ
て
き
た
１
９
８
９
年

型
の
も
の
で
、
稼
働
さ
せ
る
に

必
要
な
人
員
は
、
兼
任
で
５
人
を
確
保
し
て
い
る
と
し
て

い
ま
す
が
、
大
災
害
の
際
に
本
当
に
兼
任
で
機
能
を
発
揮

。

、

で
き
る
か
明
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん

断
層
に
つ
い
て
陸
上

海
域
を
再
調
査
す
る
と
し
て
い
ま
す
が
、
ボ
ー
リ
ン
グ
や

音
波
に
よ
る
調
査
で
、
実
際
に
掘
り
起
こ
し
て
地
層
を
見

る
ト
レ
ン
チ
調
査
は
し
な
い
も
の
で
す
。

、

、

ま
た

他
の
電
力
会
社
は
津
波
対
策
を
行
っ
て
い
る
が

東
電
で
は
何
ら
の
対
策
も
と
ら
な
い
と
し
て
い
る
こ
と
へ

の
明
確
な
説
明
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

原子炉建屋内で（８月２３日）

小名浜東港（人工島 、福島第一原子力発電所）

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
議
員

協
議
会

宮
川
県
議
が
東
電
を
た

だ
し
ま
し
た

９
月
７
日
、
午
後
１
時
か
ら

今
期
初
め
て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
議
員
協
議
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
７
月
１
６
日
に
発
生
し
た

東
電
柏
崎
刈
羽
原
発
の
震
災
事

故
を
受
け
て
何
を
教
訓
に
す
る

の
か
に
つ
い
て
、
東
電
を
よ
ん

で
説
明
を
求
め
ま
し
た
。

東
電
側
は
、
勝
俣
社
長
と
福

島
第
一
原
発
所
長
ら
３
人
が
答

弁
に
立
ち
ま
し
た
。
宮
川
県
議

が
最
初
に
口
火
を
切
り
、
①
自

衛
消
防
体
制
に
つ
い
て

②
双

葉
断
層
の
再
調
査
の
あ
り
方

③
津
波
対
策

の
３
点
に
渡
り

東
電
を
質
し
ま
し
た
。

東
電
の
答
弁
で
は

「
今
度
の

、

震
災
で
は
原
発
以
外
の
と
こ
ろ

で
被
害
が
出
て
し
ま
っ
た
が
、

原
発
本
体
は
大
丈
夫
だ
っ
た

、
」

「
津
波
が
き
て
取
水
で
き
な
く

な
る
と
い
う
が
、
冷
却
水
を
備

え
て
あ
る
し
、
他
に
冷
却
却
で

き
る
化
学
物
質
の
設
備
も
あ

る

、」さ
ら
に
、
断
層
調
査
は
ト
レ

ン
チ
調
査
を
と
指
摘
す
る
と

必
「

ず
し
も
ト
レ
ン
チ
は
有
効
で
な

い
と
い
う
学
者
も
い
る
」
と
反

論
。勝

俣
社
長
自
ら
「
謝
罪
」
の

言
葉
は
口
に
し
て
も
、
い
ま
だ

に
「
安
全
神
話
」
に
ど
っ
ぷ
り

浸
っ
て
い
る
姿
勢
が
ア
リ
ア
リ

で
し
た
。


